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　「数学Ⅱ」・「数学Ｂ」・「数学Ｃ」で履修した内容についての理解をさらに深め、基礎的な知識の習得と技能の習熟を
図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、それらを積極的に活用する態度
を育てる。

千葉県立佐倉高等学校

令和６年度　数学科　「数学研究β」　シラバス

単位数 ２単位 学科・学年・学級 普通科　文系　３年Ａ～Ｄ組　選択者

教科書 数学Ⅱ・数学Ｂ・数学Ｃ（数研出版） 副教材等 入試必修問題集 練磨 数学Ⅰ・Ⅱ・Ａ・Ｂ＋数学Ｃ（啓林館）

１　学習の到達目標

前
　
期

【数学Ⅱ】
第７章
三角比・三角関
数

【数学Ⅱ】
第８章
指数関数・対数
関数

【数学Ｃ】
第１１章
ベクトル（平
面）

１７　三角比・三角関数(1)
１８　三角比・三角関数(2)
１９　三角比・三角関数(3)

２０　指数対数・対数関数

３０　平面ベクトル
３１　ベクトルの内積

・【基本】、【要点】の解説および重
要事項の確認と【演習】の演習と解説
と学習内容の深化

・【基本】、【要点】の解説および重
要事項の確認と【演習】の演習と解説
と学習内容の深化

・【基本】、【要点】の解説および重
要事項の確認と【演習】の演習と解説
と学習内容の深化

・日々の授業や学習
における行動観察
・日々の提出物
・定期考査

・日々の授業や学習
における行動観察
・日々の提出物
・定期考査

第１回考査
【数学Ⅱ】
第６章
図形と方程式

【数学Ｃ】
第１１章
ベクトル（空
間）

【数学Ｂ】

統計的な確率

１５　図形と式(1)
１６　図形と式(2)

３２　空間ベクトル
３３　空間座標

・確率変数
・基本的な確率変数
・統計的な推測

第２回考査

・【基本】、【要点】の解説および重
要事項の確認と【演習】の演習と解説
と学習内容の深化

・【基本】、【要点】の解説および重
要事項の確認と【演習】の演習と解説
と学習内容の深化

・【基本】、【要点】の解説および重
要事項の確認と【演習】の演習と解説
と学習内容の深化

２　学習の計画

単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等
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単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価の材料等

　知識・技能、思考・判断・表現、主体的に学習に取り組む態度の３観点から評価規準に従い、総合的に評価する。

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身につけるためのアドバイス、授業を受けるにあたって守ってほしい事項など）

・予習をしましょう。授業をただ聞いているだけではできるようになりません。自分で取り組んでこそ、数学は力がつきま
す。
・１問を大事にしてください。授業で取り組んだ１問からしっかりと力をつけてください。
・足らない人は＋αの問題演習を大事にしてください（詳細は進路講習・classroomを確認してください）。

３　評価の観点

知識・技能
　基本的な概念、原理・法則などの知識を体系的に理解し、事象を数学的に処理する仕方や推論
の方法などの知識や技能を身に付けている。

思考・判断・表現
　数学の様々な内容について、事象を数学的に考察したり、問題解決の過程や結果を振り返って
統合的・発展的に考察したりする力を養う。

主体的に学習に
取り組む態度

　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。

後
　
期

【数学Ｂ】
第１０章
数列

【数学Ⅱ】
第９章
微分法・積分法

２６　等差数列・等比数列
２７　いろいろな数列の和
２８　漸化式
２９　数学的帰納法

２１　極値、接線、関数の決定
２２　微分法と最大・最小、
　　　不等式への応用
２３　微分法の方程式への応用
２４　積分の計算
２５　定積分と面積

第３回考査

・【基本】、【要点】の解説および重
要事項の確認と【演習】の演習と解説
と学習内容の深化

・【基本】、【要点】の解説および重
要事項の確認と【演習】の演習と解説
と学習内容の深化

４　評価の方法

・日々の授業や学習
における行動観察
・日々の提出物
・定期考査
・単元別テスト

総合演習 総合演習 ・これまでの学習のふりかえりと演習 ・日々の授業や学習
における行動観察
・日々の提出物
（個別に課題テスト
を課すこともある）


